
由仁町地域公共交通会議における地域公共交通確保維持改善事業の概要

１便当たりの利用者数目標2.8人
年間延べ利用者数目標1,050人
年間実利用数目標42人

協議会開催状況

生活交通確保維持改善計画の目標

平成3１年3月１日
平成30年度第３回会議を開催
・運行状況（報告）、事業評価（協議）
令和元年6月24日
令和元年度第１回会議を開催
・運行状況（報告）、生活交通確保維持改善計画（協
議）
令和２年１月21日
令和元年度第２回会議を開催
・地域公共交通確保維持改善事業に係る事業評価

平成31年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性

第６次由仁町総合計画に位置付けた「町内の公共交通空白地域
の解消など町内交通体系の検討・確保」を推進する観点から、交
通空白地域の解消に向けた新たな公共交通体系を検証するため、
デマンドタクシーの実証運行を実施したところであり、当該実証運
行結果等を踏まえ、高齢化社会に対応するために、町内公共交
通空白地域に住む高齢者や免許返納者等に対し、町内公共施設、
医療機関の利用や町内商店街での買い物、路線バス、ＪＲとの接
続等のための移動手段を確保し、高齢者の健康増進や地域経済
の活性化などの効果が期待される交通体系を構築すること。

運行系統名 ： 由仁町内線（運行区域の自宅～由仁町役場、健康元気づくり館、ＪＲ由仁駅、由仁町立診療所等の間）
運 行 区 域 ： 川端、東三川、中三川、本三川、岩内、山桝および熊本の一部の地区
運 行 日 ： 月曜日・水曜日・土曜日 ※祝祭日も運行。年末年始（12月31日～1月5日）は運休。
運 行 便 数 ： １日４便運行 ①便8：15 ～ 9：30 ②便11：45 ～ 13：00③便13：15 ～ 14：30④便15：45 ～ 17：00 
運 賃 ： 対象地区に住んでいる６５歳以上の方、1人1乗車につき250円。

※運転免許返納者、身体障害者手帳所有者、一定の事由により免許が取り消し、または免許の効力が停止さ
れた者、一定の事由により免許が与えられなかった者は１００円。

地域公共交通の現況

・ＪＲ室蘭本線（由仁駅、古山駅、三川駅）
・ＪＲ石勝線（川端駅）
・北海道中央バス(株)（岩見沢路線三川線）
・夕張鉄道(株) 【夕鉄バス】（急行線）



平成31年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

・約３年の実証運行の結果を元に、曜日の変更と時間帯を追加し、平成27年10月1日から本格運行を実施。
・平成30年度において、運行区域拡大の要望を受け老人クラブ会合時等での意向調査とあわせ、これまでの利用状況の

検証を行い、効率的な運行となるよう事業計画の見直しを行った。
・平成30年４月１日より運行区域に熊本地区の一部を加え、利用度の低い夕方便を廃止し、午前、午後各２便の１日４便

運行とした。
・町広報には年２回掲載するとともに、対象地区の老人クラブにも登録及び利用促進を呼びかけた。

【系統名・運行ルート図】

２

２）運行系統



３

３）利用実績

４）収入実績

（単位：人）（単位：人）

（単位：円） （単位：円）

平成30年度（平成29年10月～平成30年9月） 合計1,083人 平成31年度（平成30年10月～令和元年9月） 合計1,106人

平成30年度（平成29年10月～平成30年9月） 合計229千円 平成31年度（平成30年10月～令和元年9月） 合計229千円

107 77    90 78 81 85 81 83 103 108 113 72 93    96 94 69 87 89 119 84 111 92 80 92



６）目標・効果達成状況

1便当たりの利用者数は目標の2.8人に対し、2.7人と届かな
かった。原因としては、新規登録者が増えてはいるが、実際
の利用にはつながっていないことを示している。また、年間
延べ利用者数では目標1,050人に対し56人増の1,106人と
なっている。 また、年間実利用者数は目標の42人をクリア
し45人となった。

４

７）事業の今後の改善点

新規登録者が増え、延べ利用者数は増加しているものの、
特定利用者が目立つ傾向にあり、今後も引き続き利用促進
のための周知が必要と考える。

（令和２年度分と併せて評価）

計画通り事業は適切に実施された。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局における二次評価結果


